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自己紹介
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1. 研究分野は情報学。気象衛星データ
に関する画像データベースや画像検
索の研究が出発点。

2. その後、データ駆動型サイエンスと
して、気象情報、地球環境情報、人
文情報学などの分野を中心に研究。

3. 最近は、オープンサイエンスにも力
を入れている。

@kitamotoasanobu

https://researchmap.jp/kitamoto/

https://researchmap.jp/kitamoto/


デジタル台風
http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/

• 研究を開始したのは1999年。
• ウェブサイト公開は2003年。
• 台風に関するあらゆるデータを
収集し、統合し、検索できる
データベースをウェブ公開。

• 最新情報と過去アーカイブを区
別せずシームレスに活用。

• Web 1.0時代のデザインを保った
まま、機能拡張を続けている。
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エレクトリカル・
ジャパン

1. 日本最大の位置情報つき発
電所データベース＋検索機
能（現在約18,400件）

2. リアルタイム電力需給デー
タの網羅的アーカイブ

3. 電力統計データの多角的な
ビジュアライゼーション

4. 発電所の歴史のアニメー
ション

5. 電力データと気象データ、
資源価格データなど異種
データの統合可視化

6. 米国の発電所データも同様
の方法で可視化



ジオタギング - GeoNLP
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GeoNLPの歴史
http://agora.ex.nii.ac.jp/GeoNLP/

• 2009年：JSTさきがけ「ベイジアンテレビ：取材・配信・編集を自動化し
た緊急情報メディア」採択（2012年度まで）

• 2010年：相良毅氏（現在、情報試作室）と共に、開発を開始
• 2011年3月：東日本大震災発生。すぐにデータ整理に使いたかったが、う
まくいかず

• 2012年10月：「東日本大震災ビッグデータワークショップ」にて、大規模
データ処理の結果を報告

• 2013年9月：GeoNLP、GeoLODなどを公開
• 2016年3月：GeoNLPバージョン1.2を公開、C++版の開発停止
• 2017年1月：Geoshapeを公開
• 2021年7月：GeoNLPバージョン2.0を公開、Pythonに移行
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「さきがけ」当時の目的
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GeoNLPのシステム構成
1. 形態素解析で
トークン化

2. 地名語と周囲
のトークンを
ルールで連結

3. 共起する地名
語候補に対し、
独自のスコア
を計算して曖
昧性解消
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地名語辞書

地名管理
システム

形態素解析

例文テスト

コスト更新

自然言語テキスト

形態素解析

パターンマッチング

地名語抽出

地名語解決

メタデータ付与GeoJSON形式で出力

テキストを入力

辞書共同構築

地名語登録

抽出失敗！



地名の曖昧さとは？

横浜が好きだ

地名／非地名
曖昧性解消

神奈川県横浜市
青森県横浜町
敦賀市横浜
高知市横浜
福岡市横浜Ambiguity Vagueness

地名曖昧性解消

行政区域代表点

地名解決

地名抽出
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文脈情報



1. 「東京に行く」の「東京」
は、どこの範囲を指す？

2. 「ディズニーランド」は東
京？「奥多摩」は東京？

3. 日常語が意図する範囲（概
念）が、公式に定義される
区域と一致しない問題

地名に関する2種類の曖昧さ
概念定義（Vagueness） 指示対象（Ambiguity）

1. 「横浜に行く」の「横浜」
は、全国の横浜のどれ？

2. 神奈川県横浜市だけでなく、
青森県横浜町など、複数の
候補が存在

3. 「第一小学校」など、施設
名でも多くの同綴異義語が
存在
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地名のVagueness

Physical Grounding

1. 公式の行政区域と、住民等
がもつ感覚的な境界が、一
致しない場合への対応

2. 地形などの物理的な特徴を
基準に境界を定義

3. 川や盆地、高原など、地形
に特徴がある場所なら有用

4. 数学的な構造も活用

Social Grounding

1. 人々（コミュニティ）の行
動から境界を推定

2. 写真とPOIの共起から、ひと
まとまりの地域を推定

3. ヒューマンプローブデータ
から、場所（POI）を推定

4. SNSでの地名言及から、人々
の地理的感覚を推定
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地名のAmbiguity
「梅田から福島に行きます」の「梅田」と「福島」の組み合わせは12×40通り

福島（町＠北松浦郡）

福島（区＠大阪市）

福島（町＠松前郡）

福島（市＠福島県）

福島（県＠日本）

県

市町村

区

福島（大字＠喜茂別町）

福島（大字＠大阪市）

十日町
徳島市
庄内町
木曽町
新潟市
甘楽町
平内町
桑名市
：

大字

30件

福島駅
駅

JR東日本

福島駅
駅

阿武隈急行

福島駅
駅

JR西日本

福島駅
駅

福島交通

鉄道駅

福島駅
駅

阪神電鉄
梅田（大字＠五所川原市）

梅田（大字＠春日部市）

梅田（大字＠足立区）

梅田（大字＠須賀川市）

梅田（大字＠長洲町）

梅田（大字＠湖西市）

梅田（大字＠琴浦町）

梅田（大字＠長岡市）

大字

梅田（大字＠大阪市）

地名クラスと上位語が共通

梅田 福島

梅田駅
鉄道駅
阪急電鉄

梅田駅
地下鉄駅
大阪市営

地下鉄駅

梅田駅
鉄道駅
阪神電鉄

鉄道駅
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GeoNLP（PyGeoNLP）の利用
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import pygeonlp.api
pygeonlp.api.init()
print(pygeonlp.api.geoparse("NIIは
神保町駅から徒歩7分です。"))

$ pip install pygeonlp

• オープンソースライブラリ
PyGeoNLPの活用により、現代
テキストを簡単に地図化可能

• 地名語辞書の選択等、幅広い
カスタマイズが可能

1. Parserを利用して、テキスト
からラティス表現を作成

2. Filterを適用して、ラティス
表現に含まれる候補を絞り込
み、より限定されたラティス
表現を作成

3. Evaluatorを利用して、ラティ
ス表現からパス表現を作成

4. パス表現をGeoJSON形式に変
換して出力



GeoNLP –テキストジオタギング
https://geonlp.ex.nii.ac.jp/pygeonlp/

1. PyGeoNLPをウェブ経由で
利用するデモを提供

2. PyGeoNLP WebAPIを利用、
jageocoderと連携すること
で、テキスト中の住所も解
析可能

3. テキストから地名（住所）
を抽出し、曖昧性を解消し、
GeoLOD IDを自動付与し、
GeoJSON形式で出力
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Jageocoder -日本の住所ジオコーダー
https://geonlp.ex.nii.ac.jp/jageocoder/

1. 情報試作室の相良毅氏が開
発を進めるソフトウェア

2. Pythonで日本のアドレスを緯
度経度に変換・正規化可能

3. 住居表示住所に加え地番住
所の解析精度が大幅に向上

4. PyGeoNLP WebAPI経由で
jageocoderの機能を呼び出す
デモを提供
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固定価格買取制度（FIT）発電所マップ -運転
開始後一覧（すべて）
http://agora.ex.nii.ac.jp/earthquake/201103-eastjapan/energy/electrical-japan/fit/map-after-operation/

2023/7/6 地理空間情報と自然言語処理勉強会 16

1. 全国40万件以上
の発電所の住所
にjageocoderを
適用し、自動
マッピング

2. 地方の地番住所
が豊富であり、
住所のテストに
非常に有用

http://agora.ex.nii.ac.jp/earthquake/201103-eastjapan/energy/electrical-japan/fit/map-after-operation/


地名情報基盤 GeoLOD
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地名情報基盤

1. GeoLOD：地名識別子の収集と共有を進めるウェブサイト
2. Geoshape：地名識別子と関連付けた地理形状データ（境
界など）の収集と共有を進めるウェブサイト

3. GeoNLP：テキストから地名を自動的に抽出しGeoLODの地
名識別子と結合するソフトウェア
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地名情報基盤
（Toponym
Information Platform)

空間情報として
の地名＝地理情
報処理（Geo）

テキストに出現
する地名＝自然
言語処理（NLP）

+ =



地名識別子（地名ID）とは
1. 個々の地名をユニークな文字列（識別子＝ID）に対応
させ、すべての地名を識別子で区別可能とする

2. 識別子のメタデータスキーマを定め、地名に関する各
種の属性情報を管理する（緯度経度も含む）

3. 識別子は、機械可読データを横断的に統合し、デジタ
ル変革（DX）を推進する要となる基盤データである

4. 識別子を維持・拡張していくには安定した運用体制が
必要であり、国家レベルで取り組む課題である
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地名識別子と疎結合性
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私は東京に行く。

35.676666, 139.762222
地名を直接的に緯度経度に変換
する方法は後から修正がしづら
く、データ構造化と分析・可視
化が一体化している（密結合）

私は東京に行く。

35.676666, 139.762222

地名識別子：UoGwci

地名を識別子にリンクし、識別子
の属性の緯度経度を用いる方法は、
分析・可視化の目的に応じて属性
を変更できる（疎結合）



GeoLOD -地名情報プラットフォーム
https://geolod.ex.nii.ac.jp/
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1. 登録した地名に識別
子（GeoLOD ID）を
付与し、アプリを越
えて共有

2. 生成する地名語辞書
はGeoNLPの地名語
辞書形式とで活用で
きる形式

3. 有効期限など歴史地
名にも対応

https://geolod.ex.nii.ac.jp/


地名語辞書のスキーマ
http://agora.ex.nii.ac.jp/GeoNLP/
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項目名 情報の種類 必須種別 説明
geolod_id 識別子 サーバ付与 GeoLOD内で一意のグローバル識別子
entry_id 識別子 必須 地名語辞書内で一意のローカル識別子
body 表記情報 必須 地名の原型
prefix 関係情報 推奨 接頭辞
suffix 関係情報 推奨 接尾辞
body_kana 表記情報 オプション 読み
ne_class 関係情報 必須 固有名クラス
hypernym 関係情報 推奨 上位語
latitude 属性情報 推奨 緯度（原則入力するが省略可）
longitude 属性情報 推奨 経度（原則入力するが省略可）
description 属性情報 オプション 説明
variant 属性情報 オプション 異表記
source 属性情報 オプション 出典（URL可）
valid_from 属性情報 オプション 有効期限（始点）
valid_to 属性情報 オプション 有効期限（終点）

http://agora.ex.nii.ac.jp/GeoNLP/


アップロード辞書
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CSV形式で
作成した地
名辞書を
アップロー
ドすると、
GeoLOD IDを
自動的に付
与して提供



クラウド辞書
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招待リンクをクリックしてもらうことで、自分以外のユー
ザにも編集権限を付与できる。公開／非公開も選択可能



歴史ビッグデータ
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歴史ビッグデータの統合解析
http://codh.rois.ac.jp/historical-big-data/
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天気
天候
地震
噴火
経済
人口
政治
文化

自然
科学的
データ

人文
社会的
データ

歴史的資料
（史料）

歴史ビッグ
データ基盤
（機械可読）

データ
構造化
ワーク
フロー

過去のビッグデー
タを統合解析する
ための基盤技術を
研究

http://codh.rois.ac.jp/historical-big-data/


史料と地名のリンク
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宇田川丁、三島丁・
神明丁、此分潰家多、
土蔵残所なし

御江戸大地震大破并出火類焼場等書上之写（みんなで翻刻）

宇田川丁、三島丁・
神明丁、此分潰家多、
土蔵残所なし固有表現認識

原資料表記 江戸マップID 江戸マップ表記
宇田川丁 4-358 宇田川町
三島丁 4-290 三島丁
神明丁 4-294 神明町

曖昧性解消1. 江戸マップに出現する地名を、地
名リソース（エンティティのデー
タベース）として整備する。

2. 史料の文字列から固有表現（地
名）を抽出する。

3. 特定のエンティティとリンクする
ことで、実世界と紐づける。



歴史地名マップ
http://codh.rois.ac.jp/historical-gis/nihu-map/

1. 人間文化研究機構・H-GIS
研究会が公開する「歴史
地名データ」298,914件を
活用

2. GeoLOD IDを新たに付与
し、GeoNLP地名語辞書形
式で公開

3. バイナリベクトルタイル
の活用により、多数地点
をウェブ地図に表示
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江戸マップβ版
http://codh.rois.ac.jp/edo-maps/
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29枚の江戸切絵
図から8722ヶ
所の地名を抽出
してデータベー
ス化

http://codh.rois.ac.jp/edo-maps/


歴史的行政区域データセットβ版
https://geoshape.ex.nii.ac.jp/city/
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https://geoshape.ex.nii.ac.jp/city/


行政地名に関連するデータ
1. 行政区域名と境界の変遷に基づき、行政地名の連続性を
判定し、識別子（市区町村ID）を網羅的に付与する

2. 全国地方公共団体コード：正式に定められた1968年以降
しかない

3. 国土数値情報：1920年～2023年の行政地名と境界データ
を整備しているが、断続的で連続していない

4. 行政界変遷データベース（筑波大学村山祐司研究室）：
1889年～2006年の変化を連続的に追跡（エラーあり）

5. 『全訂全国市町村名変遷総覧』（加除出版）など、出版
社が著作権を有する資料も重要な存在
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国土数値情報と行政界変遷DBの比較
https://geoshape.ex.nii.ac.jp/city/resource/01202A1968.html
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国土数値情報 行政界変遷DB

https://geoshape.ex.nii.ac.jp/city/resource/01202A1968.html


市区町村IDの付与
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複数のデータセットを統合し、1920年
以降の市区町村に網羅的なIDを付与
• 市区町村コード（XXXXXAYYYY）：4159件
• 国土数値情報（PPBQQQRRRR）：12234件
• 行政界変遷DB（PPCQQQRRRR）：336件
• 合計：16729件

江戸

東京府東京市
（15区）

東京府東京市
（35区）

東京都特別区部
（23区）

• 1919年から1889年（市制及町村制）への遡及
• 明治時代（1888年以前）から江戸時代への遡及



出版社との協働
https://japanknowledge.com/contents/rekishi/

1. 出版社が有する大規模・高品質データを
どのように活用するか？

2. 日本歴史地名大系（平凡社）の「行政地
名変遷表」を活用し、市区町村IDを江戸
時代に接続できないか？

3. 一般社団法人「百科綜合リサーチ・セン
ター」が進める、行政地名変遷表のデジ
タルデータ公開に向けた作業に協力

4. ジャパンナレッジとも連携し、15万の地
名見出しの多くをオープンデータ化
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日本歴史地名大系
平凡社
巻冊数：50巻51冊
書籍版：1979-2004
現在、ジャパンナ
レッジで電子版を
公開中

https://japanknowledge.com/contents/rekishi/


『日本歴史地名大系』行政地名変遷データ
セット（GCH）
https://geoshape.ex.nii.ac.jp/gch/

1. 『日本歴史地名大系』の行政
地名変遷表を、機械可読デー
タ化

2. 歴史的行政区域データセット
と連続する市区町村IDを付与
し、江戸から現代までの地名
にIDを付与

3. ジャパンナレッジIDと市区町
村IDを結合し、ジャパンナ
レッジ本文を容易に参照可能
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近日中に
公開予定

https://geoshape.ex.nii.ac.jp/gch/


『日本歴史地名大系』ジャパンナレッジ見出
し語データセット
https://geoshape.ex.nii.ac.jp/nrct/
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1. 日本全国10万件以上の地名の見
出し語をデータセット化

2. 昔の地名が町丁・字名などで
残っていればjageocoderで位置
を推定、なければ人手で（みん
なで？）位置を推定

3. ヨミのデータも統合して利便性
を向上

4. 地名の見出し項目のみのオープ
ン化で、本文は公開しない

近日中に
公開予定

https://geoshape.ex.nii.ac.jp/nrct/


市区町村IDの付与（今後）
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1920-2022国土数値情報

1889-2006行政界変遷DB

江戸～現代行政地名変遷DB

過去と現代のギャップをつなぐ 市区町村ID



GeoNLPの将来構想
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GeoNLPの問題点
1. 今から振り返ると、GeoNLPは、NLPの典型的考え方で
あるentity linkingとは逆向きの処理方法

2. NLP：テキストから固有表現を抽出、可能なら知識
ベースのエンティティとリンク（entity linking）

3. Geo：知識ベースとマッチする文字列をテキストから
探索、可能なら固有表現を分類（entity hunting？）

4. GeoNLPで探せる地名文字列は知識ベース中に必ず存
在するが、それが本当に地名なのかが判断できてない
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大規模言語モデルとの向き合い方
1. 大規模言語モデル（LLM）の普及に伴い、NLPの世界
は大きな変革の時代を迎えている

2. GeoNLPの設計は10年以上前であり、現在のLLMのトレ
ンドに対応できていない

3. 一方、LLM時代になってもデータの重要性は変わらず、
今後も高品質データを集めていく必要がある

4. 地理データと言語データはマルチモーダル＝両者をど
うやって結合すればよいか？
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言語のみの世界から得られる知識の限界
1. たまたま、誰か
がテキスト化し
てくれないと、
LLMは覚えるこ
とができない

2. 明示的に書かれ
ていないことを、
どうやって学習
するのか？
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鈴木久美「Bing対話型検索とGPTモデル」、NIIオープンハウス2023



地理の世界と言語の世界
1. 地理の世界の知識表
現は、言語化されて
いない多数の関係を
含んでいる

2. 構造化された知識を
用いて推論しないと
正解できない

3. 言語空間のベクトル
計算に落とせない領
域は巨大なのでは？
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人間の世界と機械の世界
1. 機械可読性だけに注目するなら、緯度経度やグリッド
システムを使う方が問題は少ない

2. 地名はあくまで「人間可読性」に最適化したものであ
り、多くの曖昧さや仕様のバグ（？）を含む

3. 人間が生み出すデータを扱う以上、人間可読性重視の
世界が生み出す曖昧さに対応するしかない

4. 地名を標準化することで、少しでも曖昧さを減らし、
相互運用性を高めることが重要
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地理空間と言語空間をつなぐ地名
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地理空間 言語空間地名

2-4次元の低次元空間
（緯度経度座標）に
情報を埋め込み済み。
むしろ地物の属性を
用いて、どう高次元
化するかが課題

高次元の空間を低次
元空間に埋め込みで
きるようになったが、
実世界の構造を反映
した埋め込みになっ
ているわけではない



GeoNLPの将来構想
1. LLMをトークン化に取り入れ、固有表現認識の精度向
上や、地名ベクトル化などを可能にしたい

2. GeoNLPの役割は、地名トークンと地名エンティティ
とのマッチングが主になるか？

3. 形態素解析手法の利点は、地名を簡単に増やせること。
LLMでは訓練経由で間接的に制御するしかない

4. 地理空間のモデルと言語空間のモデルを接合し、テキ
ストを実世界と紐づけて活用したい
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まとめ
1. GeoNLPはテキスト中に出現する地名を自動的に抽出
し曖昧性を解消する、Pythonツールである

2. GeoNLPのための辞書管理ツールや、地名識別子を付
与するGeoLODなどのツールも公開している

3. 歴史ビッグデータの観点から、長期的な地名の収集や
歴史的行政区域データセット構築などを進めている

4. GeoNLPの将来構想としては、LLMへの対応が重要な課
題であるが、それだけでは解決しない問題もある
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もっと詳しく
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• GeoNLP
• https://geonlp.ex.nii.ac.jp/

• GeoLOD
• https://geolod.ex.nii.ac.jp/

• Geoshape
• https://geoshape.ex.nii.ac.jp/

• 歴史的行政区域データセットβ版
• https://geoshape.ex.nii.ac.jp/city/

https://geonlp.ex.nii.ac.jp/
https://geolod.ex.nii.ac.jp/
https://geoshape.ex.nii.ac.jp/
https://geoshape.ex.nii.ac.jp/city/
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